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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成27年4月23日(2015.4.23)

【公開番号】特開2013-186108(P2013-186108A)
【公開日】平成25年9月19日(2013.9.19)
【年通号数】公開・登録公報2013-051
【出願番号】特願2012-54188(P2012-54188)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｐ  15/08     (2006.01)
   Ｇ０１Ｐ  15/18     (2013.01)
   Ｇ０１Ｐ  15/10     (2006.01)
   Ｇ０１Ｃ   9/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｐ   15/08     　　　Ｐ
   Ｇ０１Ｐ   15/00     　　　Ｋ
   Ｇ０１Ｐ   15/10     　　　　
   Ｇ０１Ｃ    9/06     　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成27年3月6日(2015.3.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　主面に第１接続端子を有し、外部部材に取り付け可能な第１基板と、
　前記第１基板の前記主面側に取り付けられている金属ブロックと、
　前記第１基板と前記金属ブロックとの間に配置されている樹脂スペーサーと、
　第２接続端子および前記第２接続端子に電気的に接続されている配線パターンを有し、
前記第１基板の前記主面側に取り付けられている第２基板と、
　前記第２基板に取り付けられ、前記配線パターンに電気的に接続されている物理量セン
サーと、
　前記第１基板の前記主面側に取り付けられ、少なくとも前記樹脂スペーサー、前記金属
ブロック、前記第２基板、および前記物理量センサーを覆っているケースと、
　を備え、
　前記第２接続端子は、前記第１接続端子と電気的に接続され、
　前記物理量センサーは、導電性接合部材を介して前記金属ブロックに接合されているこ
とを特徴とする物理量センサーモジュール。
【請求項２】
　請求項１に記載の物理量センサーモジュールにおいて、
　前記物理量センサーは、
　物理量検出素子を収容するパッケージを備え、
　前記パッケージは、第１面が前記第２基板に取り付けられ、前記第１面と対向する第２
面が前記導電性接合部材に接続されていることを特徴とする物理量センサーモジュール。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の物理量センサーモジュールにおいて、
　前記樹脂スペーサーは、複数の貫通孔を備えていることを特徴とする物理量センサーモ
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ジュール。
【請求項４】
　請求項１ないし請求項３のいずれか一項に記載の物理量センサーモジュールにおいて、
　前記ケースは、樹脂製であることを特徴とする物理量センサーモジュール。
【請求項５】
　請求項１ないし請求項４のいずれか一項に記載の物理量センサーモジュールにおいて、
　前記配線パターンは、複数の折り返し部を備えていることを特徴とする物理量センサー
モジュール。
【請求項６】
　請求項１ないし請求項５のいずれか一項に記載の物理量センサーモジュールにおいて、
　前記物理量センサーが取り付けられた前記第２基板を複数備え、
　各前記第２基板は、各前記物理量センサーの物理量検出軸が互いに交差するように、前
記第１基板に取り付けられていることを特徴とする物理量センサーモジュール。
【請求項７】
　請求項１ないし請求項６のいずれか一項に記載の物理量センサーモジュールにおいて、
　前記物理量センサーを駆動する駆動回路を更に備え、
　前記駆動回路は、前記第２基板に設けられていることを特徴とする物理量センサーモジ
ュール。
【請求項８】
　請求項１ないし請求項７のいずれか一項に記載の物理量センサーモジュールにおいて、
　前記物理量センサーは、
　ベース部と、
　該ベース部に継ぎ手部を介して接続されている板状の可動部と、
　前記ベース部と前記可動部とに掛け渡されている物理量検出素子と、
　を備え、
　前記可動部は、第１主面及び第２主面の少なくとも一方に質量部が配置され、前記第１
主面と交差する第１方向に加わる物理量に応じて、前記継ぎ手部を支点にして前記第１方
向に変位可能に構成されていることを特徴とする物理量センサーモジュール。
【請求項９】
　請求項１ないし請求項８のいずれか一項に記載の物理量センサーモジュールを備えてい
ることを特徴とする電子機器。
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